
 

歩掛参考見積募集要領 

 

次のとおり歩掛参考見積を募集します。 

 

令和8年 9月10日 

 

独立行政法人水資源機構 

筑後川下流総合管理所長 北村 達也 

（公 印 省 略） 

 

 

１. 目 的 

この歩掛参考見積の募集は、筑後大堰管理事業で予定している業務の積算の参考とするため

の作業歩掛を募集するものです。 

 

２. 参考見積書提出の資格 

（１） 水資源機構における令和７・８年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受けて

いることとします。 

（２） 営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

（３） 水資源機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成6年5月31日付け

6経契第443号）に基づき、筑後川水系関連区域において指名停止を受けていないこととし

ます。 

 

３. 参考見積書の提出等 

参考見積書は、次に従い提出してください。 

（１） 参考見積書は、作業項目毎に必要な技術者の人数等を記載して提出して下さい。 

提出期間：令和８年9月10日(木) から令和８年9月18日(金) まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前

９時から午後５時まで 

（２） 提出先 

独立行政法人水資源機構 筑後川下流総合管理所長 北村 達也 宛 

【担当】経理課 鶴川 

〒８３０-００７１ 福岡県久留米市安武町武島１０６３－２ 

TEL ０９４２-２６-４５５１  FAX ０９４２-２６-１５２５ 

E-mail： jwa_chikugo_karyu@water.go.jp 

（３）提出方法 

書面は持参、郵送、ＦＡＸ又はメール(いずれも社印があること)により提出する

ものとします。(社印は｢本件責任者及び担当者｣の氏名及び連絡先の明記により

省略可能) 

 

４. 参考見積内容 

（１）業務作業項目及び作業内容 

業務内容の詳細については、【別紙－１】業務仕様書に示す、4-2 堰周辺深浅測量（マ

ルチビーム）、4-3データ整理、4-4縦横断面図作成、4-5平面図作成について必要な

技術者の員数等を【別紙－２】歩掛参考見積書 作成例を参照して記入して下さい。 

（２）業務費の構成と歩掛見積徴取範囲 



① 本歩掛参考見積を適用する業務費の構成は、当機構が別に制定する「積算基準及び積

算資料（調査編）」（以下「基準書」という。）によるものとします。 

② 歩掛参考見積徴取範囲は基準書で定義されている直接人件費のうち、上記（１）「業

務作業項目、作業内容を実施する為に必要な技術者の人数等を徴取します。 

③見積の有効期限は、令和９年３月３１日までとしてください。 

④業務名「（仮）筑後大堰堆砂測量業務」 

 

（３）技術者の職種と定義 

国土交通省が公表している「令和８年度設計業務委託等技術者単価」における「技術者

の職種区分定義」によるものとします。 

 

５. 募集要領に対する質問 

この募集要領に対する質問がある場合においては、次に従い、書面（様式は自由）により提

出してください。 

（１） 提出期間：令和８年9月10日(木) から令和８年9月14日(月) まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前９

時から午後５時まで 

（２） 提出場所：３．（２）に同じ。 

（３） 提出方法：３．（３）に同じ。 

 

６. 質問に対する回答 

質問に対する回答書は、次のとおり閲覧に供します。 

（１） 閲覧期間：令和８年9月15日(火) から令和８年9月18日(金) まで 

（２） 閲覧方法：ホームページに掲載します。 

 

７. 参考見積書作成及び提出に要する費用 

参考見積提出者の負担とします。 

 

８. その他 

（１）この参考見積書をご提出いただいたことで、業務の指名又は競争参加資格をお約

束するものではありません。 

ご提出いただいた参考見積書は、業務積算の目的以外には使用いたしません。 

（２）提出していただいた参考見積書についてヒアリングを実施することがあります。 

 



 
 

【別紙－１】業務仕様書 

 

 

第 1 節 業務目的 

   本業務は、筑後大堰周辺の堆砂・洗掘状況の経年変化を把握するため、河川深浅

測量を実施し、その結果から河床変化図（等深線図）を作成するものである。 

 

第 2 節 業務内容 

2-1 業務場所 

筑後大堰 

左岸：福岡県久留米市安武町武島地先 

右岸：佐賀県三養基郡みやき町大字江口地先 

2-2 業務概要 

本業務は、次の業務を行うものである。 

     堰周辺深浅測量（マルチビーム）   0.104 ㎢ 【見積対象：１㎢あたり】 

     データ整理                       １式    【見積対象：１㎢あたり】 

     縦横断面図作成                   １式    【見積対象：１式あたり】 

     平面図作成              １式    【見積対象：１式あたり】 

 

第 3 節 測量位置及び範囲 

測量の範囲は、別添図面のとおりとする。 

 

第 4 節 作業内容 

4-1 堰周辺深浅測量（マルチビーム）【見積対象：1km2 あたり】 

堰周辺のマルチビーム音響測深機による深浅測量を実施するものとする。 

なお、測量作業に先立ち艤装テストを行い、マルチビーム音響測深機の調整等を

実施するものとする。測量の範囲は堰軸上流約 150m、下流約 250m、幅約 260m の

範囲とする。 

 

4-2 データ整理【見積対象：1km2 あたり】 

4-1 でマルチビーム音響測深機により計測したデータの回収及びデータ整理を実

施するものとする。 

マルチビーム音響測深機により計測したデータについては、船体動揺補正、方位

補正、音速補正及び水位補正を行うものとする。 

取得全データを基にエラーデータの除去処理を行い、補正したデータを基に水面

下の標高メッシュデータを作成するものする。 

メッシュデータは、１ｍ以下のメッシュで取得し、メッシュデータの算出方法

は、エラーデータを除いた TIN 補間法を使用するものとする。 

 

4-3 縦横断面図作成【見積対象：1式あたり】 

4-1～4-2 までに得られたマルチビーム測量結果及び貸与する既往の測量結果を踏ま

えて、縦断面図及び横断面図を作成するものとする。 

 

4-4 平面図作成【見積対象：1式あたり】 

マルチビーム測量範囲においては、等深線図、段彩図、三次元立体画像（鳥観図） 

を作成するものとします。また、本業務及び既往測量結果を基に、堆砂状況につい



 
 

て比較できる合成平面図を作成し、土砂動態の経年的な傾向について、とりまとめ

るものとする。 

 




